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 要 旨   

目的： 

ヒト免疫不全ウイルス (HIV) 感染の重要な集団である漁業コミュニティの若いウガンダ人

において、アルコール誤用と違法薬物使用率及びそれらの危険因子を特定する。 

方法： 

2017 年 12 月-2018 年 7 月に実施した横断調査の参加者、Koome 島の漁業コミュニティに

おける 15-24 歳の若者 1281 人 (男性 52.7%) を分析対象とした。Audio-Assisted Self-

Interviewing を使用し、社会人口統計学的特性とアルコール使用障害識別テスト (AUDIT) 

や timeline follow-back calendar (TLFB) を含む飲酒に関するデータを収集した。血液検体

から単純ヘルペスウイルス 2 (HSV2) と、慢性的な大量飲酒を検出する指標ホスファチジル

エタノール (PEth 16:0 / 18:1) 、尿検体から違法薬物使用について分析した。単変量および

多変量分析により、アルコール誤用 (AUDIT ≥8、PEth ≥20ng/ mL、Peth ≥210ng/ mL、

TLFB により評価した暴飲 [前月の機会飲酒時の飲酒量が 6 標準飲酒以上])、および違法薬

物使用に関連する要因を特定した。 

結果： 

659人 (51.4%) が飲酒経験を報告し、248人 (19.4%) は有害な飲酒を示す12か月のAUDIT 

≥8であり、261人 (20.5%) は全血 PEth 16：0/18：1濃度が 20 ng /mL以上とかなりのア

ルコールの消費を示した。多変量解析では、PEth 16：0/18：1 ≥ 20ng /mL、AUDIT ≥8、及

び TLFBに基づく暴飲は、高齢、低学歴、喫煙、及び HSV2と強く関連した。 違法薬物の

使用率は 5.2％であり、高齢、低学歴、独身、喫煙に関連した。 

結論： 

アルコール誤用のレベルは、漁業コミュニティの若者で高く、危険な性行動の代替指標であ

るHSV2に関連した。ウガンダでのアルコールと違法薬物のハームリダクションサービスと

HIV予防プログラムは、若い漁民を優先する必要がある。 

 


